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背景

・糞尿から排泄される窒素に起因
した一酸化二窒素は温室効果が
CO2の265倍と高く、排出削減が
求められている

出典：温室効果ガスインベントリオフィス(2022,2024年度)
を基に作成



N2O削減のための対応策

飼料の粗蛋白質(CP)含量低減と、ルーメン保護リジン製
剤添加による窒素利用効率の改善

→窒素排泄量の低減が期待できる

目的

ルーメン保護リジン製剤を加えた低CP飼料の給与が泌乳
牛の乳生産性と血液性状に及ぼす影響について検討する



方法
供 試 牛：ホルスタイン種泌乳中・後期牛14頭

(産次数3.2±1.7回、試験開始時分娩後日数177±73日)

試 験 区：自給粗飼料を主体としたTMRを調整、CP水準による比較
①高CP区 CP含量16.3%, 代謝タンパク質(MP)108%Req
②低CP区 CP含量14.3%, MP102%Req,

（ルーメン保護リジン製剤を含む）

・試験終了時に胃液を経口採取し、個体ごとに人工培養を実施する

とともに、血液・生乳成分分析を実施

試験期間：馴致12日間 R6.4.21～5.2
               第1期(高CP区)  R6.5.3～5.23  3週間

第2期(低CP区)  R6.5.24～6.13  3週間

調査項目：乾物摂取量、体重、乳量、乳成分、血液成分、
第一胃内容液性状



試験飼料の構成と成分組成

高CP区 低CP区

乾物割合(%)

　イタリアンライグラスサイレージ 40.4 40.4

　トウモロコシサイレージ 8.41 8.42

　配合飼料 36.8 36.9

　大豆粕 9.33 4.55

　圧片トウモロコシ 4.21 6.99

　ビートパルプ 0.87 2.56

　1ルーメン保護リジン製剤 ー 0.17
2成分含量(%DM)

　粗蛋白質 16.3 14.3

　ルーメン分解性蛋白質 9.9 8.6

　粗脂肪 3.4 3.5

　NDF 37.5 37.9

　デンプン 20.1 22.2

　TDN 73.6 73.8

　1AjiPro-L, リジン含量40%

　2設計値

〇低CP区にはルーメン保護リジン製剤41g/日添加(リジン16.4g/日)



結果

飼料摂取量と乳生産（n=14）

高CP区 低CP区 SEM p値

体重 kg 691 708 23.5 0.61

乾物摂取量 kg/日 24.4 24.5 0.21 0.76

乳量 kg/日 32.8 32.9 1.05 0.92

乳脂率 % 3.80 3.82 0.12 0.89

乳蛋白質率 % 3.29 3.29 0.07 0.96

乳中尿素窒素 mg/dl 12.6 9.5 0.31 <0.01

SNF率 % 8.78 8.72 0.07 0.55

乳糖 % 4.49 4.43 0.03 0.12

P/F比 0.88 0.87 0.03 0.80



血液性状（n=12）

高CP区 低CP区 SEM p値

ALP IU/l 50.2 48.8 2.86 0.74

総コレステロール mg/dl 235 239 14.6 0.84

遊離脂肪酸 mEq/l 96.4 97.5 4.50 0.85

アルブミン g/dl 3.90 3.86 0.04 0.51

総蛋白 g/dl 7.88 7.89 0.18 0.95

尿素態窒素 mg/dl 11.4 9.61 0.55 0.03

グルコース mg/dl 63.3 61.6 1.28 0.37

ケトン体 μmol/l 880 905 57.0 0.76
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出典：国土交通省 気象庁「過去のデータ検索  富山県富山市」を基に作成

← ※一般的に、
搾乳牛では
THI68を超え
ると乳量減少
などの影響が
出ると言われ
ている



まとめ

・泌乳中・後期の泌乳牛に対して、高CP水準および
ルーメン保護リジン製剤を含む低CP水準TMRを３
週間給与したところ、体重、乾物摂取量、乳量に
影響はなかった

・ルーメン保護リジン製剤を加えてCP含量を低減す
ると、乳中尿素態窒素・血中尿素態窒素が有意に
低下し、無駄な窒素排泄量を低減できることが示
唆された

・試験実施がTHIが高い時期だったため、暑熱の影
響が少ない時期に再現性試験を検討する
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